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１．ＲＦＩＤとは？

ＲＦＩＤとは、「Radio Frequency IＤentification」の略で、「電波を利用した非接
触による自動認識技術」の事を指します。

又、「電子荷札」「ＩＣタグ」「無線ＩＣタグ」「ＲＦＩＤタグ」は、ほぼ同じ名称です。

※通信原理

1) ＩＣタグ内のアンテナがリーダライタからの電波を受信
2) 電磁誘導（13.56MHz)、共振（UHF帯、2.45GHz)により電流発生
3) ＩＣが起動し、チップ内の情報を信号化する
4) ＩＣタグ側のアンテナから信号を発信
5) リーダライタのアンテナで送られてきた信号をキャッチ
6) コントローラーを介してＰＣ（データ処理装置）へ
7) ソフト側で認識等のデータ処理を行う。

Suica,ICOCA

電子ﾏﾈｰ ｢Edy｣

ＩＣタグ・ラベル

非接触ICカード

※ＲＦＩＤ製品例

「Ｓｕｉｃａ」「ICOCA」（JR東・西日本のIC定期
券）や、電子マネー「Edy」も、実はRFID技術を
利用した製品なのです。
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２．なぜＲＦＩＤ？（ＲＦＩＤのもたらす社会）

ユビキタス社会の実現に向けて

ＩＣタグ

リアル（現実世界）バーチャル（仮想世界）

パソコン

携帯電話、ＰＤＡ等

ブロードバンド無線ＬＡＮ

インターネット

例えば家電製品、時計や電話あるいは自動販売機など、リアルの世界に存在する無数の「モノ」がネットワー
クにつながり、インターネットを介して情報のやりとりを行なう事ができる社会（＝ユビキタス社会）の到来が目
前に迫っています。

あらゆる「モノ」「ヒト」がインターネットに繋がることで、これまでにない新たなサービスの提供が可能となり、巨
大な市場が広がっています。

この、「リアル」と「バーチャル」を繋ぐための重要なツールとして、「ＲＦＩＤ」が今最も注目されているのです。

ＩＣタグ
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３．ＲＦＩＤの市場動向

2003 2004 2005 2006 2007 2008  2009  2010

アプリケーションは普及
するが、経済波及効果
は限定的

裾野の拡大による
ネットワーク効果とRFIDに
紐付く情報の高度化による
新ビジネスの出現

サービスの進化による
効果の拡大が普及を
促進し、安定的な成長

黎明期 勃興期 拡張期

2007年前後がブレイクポイ
ントとなり、その後は加速
度的に市場が拡大

ＲＦＩＤの経済波及効果・・・２０１０年３１兆円規模に！！

様々な技術的な課題が解決、低コスト化が実現し、普及が大幅に促進された場合、媒体・機器・システムと
いったＲＦＩＤ関連市場は、２０１０年には最大３１兆円規模になると予測されています。

この市場を目指してタグ・ラベルメーカー、半導体メーカーやシステムインテグレータなどの競合が激化してい
ます。

出典：総務省資料
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４．ＲＦＩＤの利用分野

商品管理、物流管理、トレーサビリティ流通

生産管理、工程管理、トレーサビリティ製造

イベント管理、スキー場、ゲーム関連アミューズメント

図書館、レンタルショップレンタル・リース

航空手荷物、定期券、高速チケット交通

用途分野

ネットワーク拡大とＲＦＩＤに紐付けられる情報の高度化により広がっていくアプリケーション

現在広がりつつある主な利用分野

出典：総務省資料
静的な情報 履歴情報 リアルタイムに変化する情報

単
一

■センサーつき洗濯機
生地や汚れ具合に応じた洗濯機の自動設定

■ショッピングカート
購買履歴や嗜好、その日の天候に応じて最適な商品
を推奨するショッピングカート

■食品トレース
食の安全のため、生産地から販売までをトレース

■全自動無人化倉庫
完全に自動化された高度物流管理倉庫

■廃棄物処理
廃棄された粗大ごみの構成部品による処理の分別

■インタラクティブポスター
携帯電話のリーダでRFIDポスターから情報を読み取
り

■高度ITS
車庫向けRFIDによる車両に適した交通誘導、セン
サー情報による自動運転、事故回避

■遠隔投薬指示
生体センサーと電子カルテによる薬品投薬指示

■統合旅行サポート
航空チケット、手荷物、パスポート等旅行で必要なも
のを統合管理

■サプライチェーン統合
調達から製造、物流、販売までを統合管理。販売履
歴をもとに生産計画策定

■バリアフリー
RFIDつき誘導ブロックによる目的地までのバリアフ
リー道案内

■共同図書館
複数図書館の図書の在庫状況を一括検索

■ユビキタスオフィス
ユビキタスIC社員証により、自宅から外出先まで、い
つでもどこでも自分環境のオフィスが実現

■生涯学習サポート
ミラーニングや遠隔学習から、留学・趣味の教室、教
習所までに渡る学習履歴、習熟度を引き継ぎ、生涯に
渡り学習をサポート

■統合金融決済
紙幣や手形を含むあらゆる有価証券にタグを埋め込
み、金融取引決済

■コミュニティー ICカード
自治体・商店街等コミュニティーのどこでも使えるマ
ルチカード

共
通

連
携

ＲＦＩＤに紐付く情報の広がり

利
活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
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５．ＲＦＩＤの特徴

－－遅い ←－－→ 速い通信速度

狭狭狭中中広指向性（狭／広）

不可不可可能可能可能可能アンチコリジョン

○

なし

○

可能

～2m

ﾏｲｸﾛ波帯
2.45GHz

UHF帯
868MHz
915MHz
950MHz

短波帯
13.56MHz

長波帯
～135kHz

～数百mm～数m～7m～70cm～70cm交信距離（高さ）

○△○○○データ容量

ありありなしなしなし汚れによる影響

◎

不可

1次元

バーコード（光学式）

◎○○△価 格

不可可能可能可能データ書き換え

２次元
電波方式電磁誘導方式

RFID（無線方式）
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６．ＲＦＩＤと国際標準化動向

1. 125KHz → 日本でも実績のある周波数、多くの国で使用可
2. 13.56MHz → 非接触ICカード（ISO/IEC14443、15693）で使用
3. 2.45GHz → 日本でも実績がある周波数
4. 5.8GHz → ETCでの実績あり（規格化中止）
5. 860～960MHz    → 欧州･北米・オーストラリアで使用可(国内利用は今年から)
6. 433MHz → アマチュア無線と干渉する為、国内使用不可だが今後開放予定

433MHzISO/IEC 18000-7

860-960MHｚ（UHF帯）ISO/IEC 18000-6

5.8GHｚ（規格化中止）ISO/IEC 18000-5

2.45GHｚISO/IEC 18000-4

13.56MHｚISO/IEC 18000-3

135KHz以下ISO/IEC 18000-2

タグ型

（ＳＣ３１）

13.56MHz 近傍型（７０ｃｍ以下）ISO/IEC 15693

13.56MHz 近接型（１０ｃｍ以下）ISO/IEC 14443カード型

（ＳＣ１７）

使用周波数、特徴規格分類

ＩＳＯによるＲＦＩＤの国際標準化動向
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７．様々な形状のＲＦＩＤ

RFIDの用途・使用環境等に応じて最適な媒体加工の必要があります。

チップ実装→インレット製造

インレット

タグ（紙） ラベル ＩＣチケット

Ｓタグ

航空手荷物タグ
リストバンド

リライトタグ

樹脂タグ

ジョイントフォーム
（葉書タイプ）

IC紙カード
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８．事例紹介-1
（サミー様 「サミー戎プラザ」道頓堀極楽商店街
『後払い精算システム』 １／２）

1・2F：最新型アミューズメント施設
「Sammy’s Regno」

3F ：「TOTAL Workout」
ケビン山崎氏のトレーニングジム

4F ：「aria blu OSAKA」
個室ダイナー＆カラオケ

5･6･7F ：

1･2Fでは約400台のゲーム機に決済端
末を設置。他フロアでも利用可能
1ビル内での利用可能端末数としては
日本最大級を実現

商店街５５店舗全体の、基幹システム開発・POSレジやR/Wなどの
機器、通行札としてのICカードをご提供

・「後払い精算システム」
・食材発注システム
・勤怠管理システム
・売り上げ分析システム ・フードパーク内キャッシュレス化を実現

通行札（非接触ICｶｰﾄﾞ）に料金書き込み
・退場時に現金、Edy、クレジットで支払い
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８．事例紹介-1
（サミー様 「サミー戎プラザ」道頓堀極楽商店街
『後払い精算システム』 ２／２）

入口

店舗

精算所

入館時に「通行札」（非接触ICｶｰﾄﾞ：Mifare）
を渡す

現金、Edy、クレジットで支払い
「通行札」は再利用

「通行札」リーダ クレジット決済端末

タッチパネル式POSレジ

Edy決済端末

「通行札」で商品購入
金額をICチップに書き込み

後払い精算システム

利用者メリット

・現金の出し入れの手間がない
・エンターテインメントを存分に楽しめる

テナント・施設事業者メリット

・売れ筋商品、売り上げ構成などリア
ルタイムでのデータ連携が可能
・機能変更時にもサーバ側のプログラ
ム変更のみで済み、メンテナンスコスト
も削減可能

XML Webサービスを利用した
最新のシステム連携技術

を採用
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８．事例紹介-2
「来場者管理及びポイントラリーシステム」

ICタグを受け取って会場内のチェックポイントでポイントを貯めると、ポイントに応じて
プレゼント抽選会に参加出来るシステム。ルールをシンプルにすることで、参加者数を増やし、
展示会場内のいたるところに人が集まる状況を作り出すことを目的として実施。

・会場内に10ヶ所ある各チェックポイントにおける
利用者状況をリアルタイムで収集

・収集した情報を瞬時に分析し、グラフ化して
分かり易く表示

従来のポイントラリーシステムとの違い

XML Webサービスを利用した

最新の

システム連携技術を採用

※マイクロソフト株式会社とトッパンフォームズは2003年2月、RFID分野でパートナー支援を主軸に
協業していく事を目的とし、RFID .Net Solution Centerを開設致しました。

ICタグ〔紙タグ〕

・来場者もイベントに参加出来る

・主催者は来場者がどの地点に集中して
いるかをリアルタイムに把握できる

メリット

分析画面イメージ

（マイクロソフト様 Microsoft Conference + expo 2004
『来場者管理システム』 １／２）
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RFIDマイレージサービス概略

ICタグ〔紙タグ〕

入口にて参加希望者に
ICタグを配布
（10,000枚準備）

入口

チェックポイント
10ヶ所

リアルタイム
分析デモ

抽選
カウンター

各チェックポイントにて、
来場者がICタグを
リーダ/ライターにかざし
ポイント加算

ICタグリーダ・ライター

８．事例紹介-2 （マイクロソフト様 Microsoft Conference + expo 2004
『来場者管理システム』 ２／２）

カウンターでポイント数を確認。１０
ポイント以上の方はその場で抽選

・１０ポイントで１回

・１５ポイントで２回

・現在のポイント数

・このコーナーで何ポイント追加されたか

・あと何ポイントでどのようなサービス
が得られるか

を表示

「ICタグ体験コーナー」のステージに
おいて、画面上にリアルタイムで来
場者数が増えていく様子をグラフ化
（分析）し、表示するデモを実施。
瞬時に情報を分析出来るシステム
であることをアピール。
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８．事例紹介-３ （早稲田大学様 食物ｱﾚﾙｷﾞｰ者対応ﾒﾆｭｰ提供ｼｽﾃﾑ 1/2）

※）本事業は、経済産業省所管の独立行政法人新エネルギー・産業技術総合
機構（NEDO)の大学発事業創出実用化研究開発事業として、早稲田大学理工
学部建築学科渡辺仁史研究室と当社との実証実験です。

※）ＩＣＦ情報・・・2001年WHOにて採択された、個人の身体情報を表す国際コー
ド体系で、人の生活機能・障害を「健康状態と背景因子の相互作用」として捉え、
共通言語としてコード化している。

概要

システムの特徴

現在国民の３割程が何らかのアレルギー体質を持っている。また生活習慣病の治療・予防には栄
養素のコントロールが重要であり、食生活を見直す事の重要性が謳われている

非接触ＩＣカードに、ＩＣＦ情報を格納して携帯する。そのカードを端末にかざす事で、アレルギー食材
を利用したメニューの非表示や、合計栄養素の表示など各個人に合わせた表示を行なう

メリット
磁気カード、接触式ＩＣカードとは異なり、財布等に入れたままでも端末にかざせば利用できるという
使い勝手のよさ
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PC

ICFカード

R/W

プリンタタッチパネル

ICカード

Webサーバ
アプリケーション
サーバ 食材DB

履歴DB

CRT

メニュー提供システムの仕組み

PC CRTICカードR/WICカード

ICF補足
情報

ICFコード

身体情報
データ読取

最適メニューの提示
食材情報の閲覧

CRTの文字の大きさ・色
表示設定の変更

Webサーバ
アプリケーション
サーバ

食材DB
履歴DB

履歴DB

食材DB

アレルギー情報
生活習慣病情報

個人対応
メニュー提示

タッチパネル

ICF情報利用システムの活用可能なシステム例
１）製品情報提供サービス（レストラン、薬局等でのアレルギー対応）
２）駅構内サービス（聴覚障害者等への音声サービス、手すりへ誘導等）
３）交通機関内サービス（椅子の自動調整、シルバーシートへの誘導等）

８．事例紹介-３ （早稲田大学様 食物ｱﾚﾙｷﾞｰ者対応ﾒﾆｭｰ提供ｼｽﾃﾑ 2/2）
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８．事例紹介-４ （日本テレビ様 イベント管理システム １／２）

概要
日本テレビ様（汐留）で ’04/7/17～’04/8/31の間開催されている「日テレジャンボリー」内の「ズームイン
SUPER!!ゆうえんち」のアトラクションにてICタグが採用された

システムの特徴
ズーミン（ズームインSUPERのマスコット）付きのICタグを販売
アトラクション（ふわふわズーミン、バンジートランポリン、ロデオマシーン）での電子チケットとして利用

メリット
各々のアトラクションで現金やりとりが不要（フードコーナーとの連携も可能）＝電子マネー
利用後もおもちゃとして利用が可能
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８．事例紹介-４ （日本テレビ様 イベント管理システム ２／２）

データベース

飲食コーナー物販コーナー

アトラクションコーナー

管理サーバー

イベント管理システム（電子マネー）の仕組み

【ディスプレイ】

メッセージを表示

【リーダライタ】

チケット（ICタグ）をかざす

【Kiosk端末】

屋外設置仕様

タグ内に初期利用可能回数（金額）データ書き込み

↓

Kiosk端末でかざす毎に減算→都度メッセージを表示

《今後の展開例》
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８．事例紹介-５（NTTドコモ・日立製作所様六本木ﾋﾙｽﾞ未来型図書館 1/2）

2003年４月にオープンした六本木ヒルズ内の、アカデミーヒルズ六本木ライブラリーでは、
ＩＣラベルを利用した蔵書管理・検索システムが導入されている

本の背表紙につけられたＩＣラベルを、棚に仕込まれたアンテナとリーダで読み取ることで、
どの本がどの棚のどこにあるのかをパソコン、i-modeで検索することができる

現在導入が広がりつつある図書館でのＩＣラベルを用いた蔵書管理システムと違うのは、
棚に仕込まれたアンテナとリーダを使用している点。これにより、オンラインで図書を検索
することが可能となった

概要

システムの特徴

メリット
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システム概略
棚アンテナ

アンテナ内蔵

書籍棚

リーダライタ

図書館運営
システム

・書誌情報管理機能
・持出返却処理機能
・利用者管理機能
・書籍検索機能

【書籍位置管理ｼｽﾃﾑ】
・配架位置監視機能
・書籍位置情報管理機能

検索表示画面 携帯電話からも
利用可能に

８．事例紹介-５（NTTドコモ・日立製作所様六本木ﾋﾙｽﾞ未来型図書館 2/2）
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８．事例紹介-６ （某物流会社様 パレット管理システム）

データ管理システム

物流センターA

ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ

ICタグ

回収パレット（折り畳み）

出荷パレット

物流センターB

回収パレット（折り畳み）
ICタグICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ

ICタグ

出荷パレット

【回収・返却作業】
パレット取付けのICタグをハンディターミナルでス
キャン。どこへ（から）、いつ、どのパレットが回収さ
れたかを認識する。

ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ
ICタグ

購買部

各物流センター

ICタグ

修理パレット管理（入出庫）

廃棄パレット管理

【新規登録作業】
新規購入されたパレットに ICﾀｸﾞを取り
付け、データベースに登録する

【メンテナンス作業】
修理パレットの管理、廃棄パレットのデ
ータ削除を行う。
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８．事例紹介-７ （某製造業様 工程管理システム）

各工程で
タグ情報読取

サーバへ
データ送信

工程確認
生産数量把握

ログデータは
リーダ上（CFカード）
に保存

・工程管理用リーダとして、「ネットワーク対応リーダライタ」使用

・タグはリライトタグを使用し、再利用

リライトタグ リライトプリンタ

ネットワーク対応R/W
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８．事例紹介-８ （資産管理システムパッケージ）

【現状の課題】
◆資産管理番号の目視による転記ミス発生

◆棚卸作業の煩雑さと手間

◆管理台帳入力の手間

◆各部署間での連携不足による重複作業

◆資産の位置情報不明確さによる無駄の発生

【特徴】
◆ICタグの利用で自動読取を実現

◆CSVデータのインポート/エキスポート機能で
管理が容易に

◆あらゆる資産情報を統合し、経営情報に反映

◆金属対応ICタグ・ラベルの採用で、あらゆる対象
物の管理が可能に

◆IT機器管理により個人情報漏洩防止へ

棚卸作業の効率化、IT機器・什器類管理、遊休資産の有効活用を可能に

? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ?

?? ? ? ? ? ?

?? ? ? ? ?

? ? ? ? ? ? ? ? ?

? ?

? ? ? ? ? ? ? ? ? ?

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?

? ? ? ? ? ? ? ?

? ?

?? ? ?

? ? ?

? ? ? ? ? ? ? ?

? ? ? ? ? ????? ???

各種資産

管理PC

IT機器

什器

備品

ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ

画面ｲﾒｰｼﾞ

ICタグICタグ 有効活用

ｲﾝﾎﾟｰﾄ/ｴｷｽﾎﾟｰﾄ機能

管理対象物へ貼付
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９．RFIDを導入する際の様々な選択肢

周波数？通信距離？

読取方法は？タグの発行は？

タグとシステムとの連携方法は？

業務の効率化？在庫管理？

何に貼り付けるか？利用環境は？

「ＲＦＩＤネットワークシステム」

ユーザー

企業情報システム

ミドルウェア

周辺機器（R/W、プリンタ）

媒体

チップ

「RFIDとネットワークシステムを連携させるアーキテクチャ」

【EPCglobal Network System】
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１０．InternetとEPCglobal

•• World Wide WebWorld Wide Web EPCglobalEPCglobal NetworkNetwork

• DNS ONS
• Webサーバメールなどのアドレス解決

• Webサーバ EPC Information Services
• コンテンツなど、情報を提供する

• 検索エンジン EPC Discovery Services
• Webサーバを検索

• Webブラウザ EPC Middleware
• 情報のコントロール

• キーボード EPC Reader
• 情報の入力

• ユーザー EPC Tag
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１１．EPCglobalネットワークシステム概要

Private Network

Secure Internet
Exchange

Enterprise

EPC Readers

EPC
Middleware

EPC IS

Internal Systems
(ERP,WMS,etc)

ONS

Private Network

Enterprise

EPC Readers

EPC
Middleware

EPC IS

Internal Systems
(ERP,WMS,etc)

Search and
Discovery

Event 
Registries

Authentication/
Authorization

A工場 B店舗モノの流れ
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１２．SCMシステム概要

詳細は、下記詳細は、下記URLURLででご覧下さいご覧下さい

http://http://rfidrfid.. toppantoppan--ff.co..co.jpjp/prod//prod/c_rdscc_rdsc.html.html
http://www.http://www.microsoftmicrosoft.com/.com/japanjapan/business/business

//rfidrfid//fflffl/default./default.mspxmspx


